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第３回 加賀温泉駅駅名等検討委員会 

議事録 
 

 

 

■会議概要 

 

・日 時：2020 年 8 月 16 日（月）13:30～16:00 

 

・場 所：加賀市役所別館 3階 302・303 会議室 

 

・出席者：（委員） 

      

（事務局）加賀市建設部新幹線対策室 

観光戦略部観光交流課 

 

出欠 所属・職 役職 氏名 

出 北陸先端科学技術大学院大学 委員長 敷田 麻実 

出 九州産業大学 副委員長 岩永 洋平 

出 加賀市区長会連合会 委員 辻 和成 

出 加賀商工会議所 委員 東野 哲郎 

出 山中商工会 委員 代理 西出 克巳 

出 山中温泉観光協会 委員 代理  三谷 修司 

出 山代温泉観光協会 委員 萬谷 正幸 

出 片山津温泉観光協会 委員 鹿野 祐司 

出 加賀市各種団体女性連絡協議会 委員 林 信子 

出 地元代表 委員 代理 竹内 和良 

出 加賀市議会 委員 辰川 志郎 
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■会議要旨 

 

(1) 加賀温泉駅駅名等検討委員会のこれまでの検討経緯 

・第１回加賀温泉駅駅名等検討委員会（令和元年１０月２１日） 

・市民アンケート調査実施     （令和２年２月３日～２月２８日） 

・第２回加賀温泉駅駅名等検討委員会（令和２年３月１３日） 

・加賀温泉駅 出入口名（通称）募集（令和２年７月１日～７月３１日 

 

(2) 加賀温泉駅出入口名（通称）の選定 

・選定基準の決定 

 出入口名（通称）の目的「分かりやすい、使いやすい」「親しみを感じる」駅となること

を目的としていた。この条件に加え、「情報発信力」を選定基準に加える 

・選定から除外する名称 

 特定の個人や団体等に属する施設の名称を付したもの（例：観音さま、店舗名等） 

 マイナスなイメージを与えるもの（例：裏○○、・・・） 

・選定 

各委員から、委員及び団体等からの提案も含めて、応募作品の中から選出 

 ※南口、北口それぞれ３作品までとする、但し応募作品からは必ず１作品を選出 

 ※応募作品の中に、ふさわしい名称が無かった場合、応募作品を一部修正することも可能

とする。 

（以下、委員からの意見） 

「利用客の割合で多いのは、観光客であり、旅館宿泊客でもある。その人達に分かりやすい

標記とすべき。」 

「北側出口は、主に新在来線駅方面へ向かう出口となり、地元の利用客が主となる。地元に

愛される名称が望ましい。」 

「情報発信も大事。話題となるような名称が望ましい。」 

「重要なのは、分かりやすく、馴染み深いものであることだと思う。」 

 

(3) 選定後のスケジュール 

・検討委員会から市長へ提案書を提出 

・議会へ説明、報告 

・JR西日本へ出入口名（通称）に係る要望書を提出 

・加賀温泉駅 駅名変更 検討経緯の市民説明 

  

 

 


